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公

寿

本
研
究
は
、
大
村
西
崖
（1868
～1927

）
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
『
密
教
発
達
志
』
を
書
き
下
し
て
、
現
代
の
研
究
成
果
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
詳
細
な
脚
注
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
本
論
文
は
、
昨
年
、
発
表
し
た
「
大
村
西
崖
著
『
密
教
発
達
志
』
訳
注

研
究
（
一
）」
の
続
編
で
、
第
一
章
の
「
教
の
興
り
よ
り
隋
に
至
る
ま
で
」
の
第
九
節
「
三
国
時
代
に
龍
猛
、
世
に
出
ず
」（
底
本
の
十
六

頁
）
よ
り
、
第
十
四
節
「
呪
経
と
陀
羅
尼
経
」（
底
本
の
四
十
二
頁
）
ま
で
で
あ
る
。
特
に
、
こ
の
中
で
、
大
村
が
龍
猛
を
密
教
の
祖
で

は
な
い
と
論
じ
た
こ
と
は
、
後
に
大
き
な
論
争
を
生
ん
だ
。
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
山
野
（2003

）
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る

（
１
）

。

以
下
に
、
訳
注
に
当
た
っ
て
の
凡
例
を
記
す
。

凡
例

一
、	

大
村
西
崖
著
『
密
教
発
達
志
』（
国
書
刊
行
会
、1972

覆
刻
）
を
底
本
と
し
た
。

二
、	

旧
漢
字
は
、
当
用
漢
字
に
改
め
た
。

三
、	

書
き
下
す
に
当
た
っ
て
、
可
能
な
限
り
、
大
村
の
返
り
点
に
し
た
が
い
、
適
宜
、
段
落
分
け
を
し
た
。

四
、	

大
村
に
よ
る
割
り
注
は
（
）
で
示
し
た
。

一
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五
、	

経
典
名
や
著
作
名
に
は
『
』
を
、
引
用
文
に
は
「
」
を
附
し
た
。

六
、	　

人
名
に
は
、
可
能
な
限
り
｛
｝
に
よ
っ
て
生
没
年
、
国
王
の
場
合
は
在
位
を
補
い
、
イ
ン
ド
名
が
附
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、

そ
の
イ
ン
ド
名
を
補
っ
た
。

七
、	
地
名
に
関
し
て
も
、
可
能
な
限
り
｛
｝
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
名
、
及
び
現
在
の
地
名
を
補
っ
た
。

八
、	

年
号
に
関
し
て
も
、｛
｝
に
よ
っ
て
西
暦
年
を
補
っ
た
。

密
教
発
達
志
巻
一

日
本
　
大
村
西
崖
撰

一
、
教
の
興
り
よ
り
隋
に
至
る
ま
で

九
、
三
国
時
代
に
龍
猛
、
世
に
出
づ

三
国
・
西
晋
の
際
に
逮
び
、
龍
猛
菩
薩
｛N

āgārjuna, ca. 150

～250

｝、
南
印
度
に
出
づ
。
そ
の
出
世
の
年
代
、
聚
訟
紛
粉
な
り

と
い
え
ど
も
、
今
、
姑
く
『
百
論
』
の
僧
肇
｛ca. 384

～414

｝
の
「
序

（
２
）

」
に
拠
ら
ば
、
龍
樹
の
弟
子
提
婆
｛āryadeva, 3

世
紀
頃
｝、

仏
泥
洹
｛nirvān

・a

｝
の
後
八
百
年
に
し
て
、
世
に
出
づ
。『
訶
梨
跋
摩
伝

（
３
）

』
に
拠
ら
ば
、
跋
摩
｛H

arivarm
an, ca. 250

～350

｝
の

出
世
、
仏
泥
洹
の
後
九
百
年
に
あ
り
。
ま
た
、『
西
域
記
』（
巻
十
二

（
４
）

）
を
按
ず
る
に
、
跋
摩
の
師
、
究
摩
羅
陀

（
５
）

｛Kum
āralāta, 

３
世
紀

頃
｝、
龍
樹
と
時
を
同
う
す
。
す
な
わ
ち
知
ん
ぬ
。
龍
樹
の
出
世
、
正
に
仏
滅
後
七
八
百
年
の
間
に
あ
り
。
故
に
『
摩
訶
摩
耶
経
』（
巻
下
）

に
云
く
、「
七
百
歳
已
り
て
一
比
丘
あ
り
。
名
け
て
龍
樹
と
曰
う

（
６
）

」
と
。

ま
た
、
羅
什
｛Kum

ārajīva, ca. 350

～409

｝
の
『
龍
樹
菩
薩
伝
』
に
云
く
、「
こ
の
世
を
去
り
て
已
来
、
今
に
至
る
ま
で
、
始
め

て
百
歳
を
過
ぐ

（
７
）

」
と
。
こ
れ
最
も
信
ず
べ
し
。
羅
什
の
著
訳
、
姚
秦
の
弘
始
中
｛399

～416

｝
に
あ
り
。
そ
の
百
年
前
、
す
な
わ
ち

西
晋
の
太
安
・
永
嘉
の
間
｛302

～312

｝
に
当
れ
り
。
今
、
龍
樹
の
寿
を
以
て
、
仮
に
八
九
十
歳
と
せ
ば
、
そ
の
生
時
、
応
に
三
国

の
初
め
｛220

～
｝
に
あ
る
べ
し
。
仏
滅
よ
り
、
こ
こ
に
至
る
ま
で
、
七
百
余
年
な
り
。
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伝
に
謂
く
、
金
剛
薩
埵
一
人
、
寿
を
保
ち
、
能
く
密
教
を
持
し
て
南
天
の
鉄
塔
の
中
に
閉
居
す
の
所
談
、
荒
唐
な
り
。
ま
た
弁
を
須
た

ず
。
金
剛
薩
埵
と
は
、
ま
た
大
日
と
同
じ
く
、
仮
設
の
一
法
人
に
属
す
。
も
し
大
日
・
金
薩
・
龍
猛
・
龍
智
・
金
智
の
血
脈
を
以
て
、
た

だ
思
想
の
系
統
と
し
て
、
理
を
以
て
こ
れ
を
言
い
、
事
を
以
て
こ
れ
を
言
わ
ず
し
て
、
敢
て
嫡
々
相
承
、
口
々
相
伝
と
称
す
こ
と
な
く
ん

ば
、
こ
れ
す
な
わ
ち
可
な
り
。
苟
し
く
も
虚
伝
を
構
造
し
て
、
以
て
後
人
の
敬
信
を
博
さ
ん
と
欲
さ
ば
、
遂
に
却
て
疑
網
を
滋
す
。
密
教

の
為
に
取
ら
ざ
る
所
な
り
。

十
、
龍
猛
、
密
祖
に
あ
ら
ず

そ
れ
、
釈
尊
、
す
で
に
密
教
を
説
か
ず
、
大
日
・
金
薩
、
ま
た
仮
設
の
法
人
と
せ
ば
、
す
な
わ
ち
龍
樹
を
以
て
、
密
教
の
開
祖
、
両
部

大
経
の
作
者
と
せ
ざ
る
を
得
ず
。
謂
う
所
の
伝
持
の
八
祖
に
、
大
日
・
金
薩
を
除
く
は
、
す
な
わ
ち
こ
の
為
な
る
の
み
。
然
り
と
い
え
ど

も
、
熟
つ
ら
龍
猛
の
伝
記
を
按
ず
る
に
、
未
だ
曽
て
応
に
密
教
の
開
祖
と
す
べ
き
事
蹟
あ
る
を
見
ず
。『
龍
樹
菩
薩
伝
』
に
云
く
、「
龍
樹

菩
薩
と
は
、
南
天
竺
に
出
づ
る
梵
志
の
種
な
り
。
天
聡
奇
悟
に
し
て
、
事
、
再
告
せ
ず
。
乳
餔
の
中
に
あ
り
て
、
諸
梵
志
の
四
囲
陀
典
を

誦
す
る
を
聞
く
。
各
の
四
万
偈
に
し
て
、
偈
に
三
十
二
字
あ
り
。
皆
、
そ
の
文
を
諷
し
て
、
そ
の
義
を
領
す
。
弱
冠
に
し
て
、
名
を
馳
せ
、

諸
国
を
独
歩
す
。
天
文
・
地
理
・
図
緯
・
秘
讖
、
及
び
諸
の
道
術
、
悉
く
綜
べ
ざ
る
こ
と
な
し

（
８
）

。」 （
中
略
）

①
呪
術
を
善
く
す

「
時
に
婆
羅
門
あ
り
て
、
善
く
呪
術
を
知
る
。
能
う
る
所
を
以
て
、
龍
樹
と
勝
を
諍
わ
ん
と
欲
し
、
天
竺
の
国
王
に
告
ぐ
。
我
、
能
く

こ
の
比
丘
を
伏
す
。
王
よ
、
当
に
こ
れ
を
験
す
べ
し
。
王
言
く
。
汝
は
大
愚
痴
な
り
。
こ
の
菩
薩
は
、
明
、
日
月
と
光
を
争
い
、
智
、
聖

心
と
並
び
照
ら
す
。
汝
、
何
ぞ
、
不
遜
に
し
て
、
敢
て
宗
敬
せ
ざ
ら
ん
や
。
婆
羅
門
言
く
、
王
は
智
人
た
り
。
何
ぞ
、
理
を
以
て
こ
れ
を

験
さ
ず
し
て
、
抑
挫
せ
ら
る
や
。
王
、
そ
の
言
の
至
れ
る
を
見
て
、
為
に
龍
樹
に
請
い
、
清
旦
に
共
に
政
聴
殿
上
に
坐
す
。
婆
羅
門
、
後

に
至
り
、
便
ち
殿
前
に
於
て
呪
し
て
大
池
を
作
る
。
広
長
に
し
て
清
浄
な
り
。
中
に
千
葉
の
蓮
華
あ
り
。
自
ら
そ
の
上
に
坐
し
て
龍
樹
に

三
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誇
る
。
汝
、
地
に
あ
り
て
坐
す
。
畜
生
と
異
な
る
こ
と
な
く
し
て
、
我
が
清
浄
な
る
華
上
の
大
徳
の
智
人
と
抗
言
し
、
論
議
せ
ん
と
欲
す
。

そ
の
時
、
龍
樹
、
ま
た
呪
術
を
用
い
、
化
し
て
六
牙
の
白
象
と
作
り
て
、
池
の
水
上
を
行
き
、
そ
の
華
座
に
趣
き
、
鼻
を
以
て
絞
め
抜
き
、

高
く
挙
げ
て
、
地
に
擲
つ
。
婆
羅
門
、
腰
を
傷
め
、
委
頓
し
て
、
龍
樹
に
帰
命
す

（
９
）

」
と
。

『
伝
』
に
ま
た
、
龍
樹
の
隠
身
の
術
を
学
び
、
窃
に
王
宮
に
入
る
事
を
録
し（

（（
（

、『
付
法
蔵
因
縁
伝（

（（
（

』
も
略
ぼ
同
な
り
。

『
西
域
記
』（
巻
十
）
に
云
く
、「
龍
猛
菩
薩
、
善
く
薬
術
を
閑
い
、
餌
を
餐
し
、
生
を
養
う
。
寿
年
、
数
百
に
し
て
、
志
貌
、
衰
え
ず
。

引
正
王
｛Sātavāhana
｝、既
に
妙
薬
を
得
て
、寿
、ま
た
数
百
な
り（

（（
（

」
と
。
ま
た
云
く
、｢

龍
猛
菩
薩
、神
妙
の
薬
を
以
て
、諸
大
石
に
滴
ぎ
、

並
び
に
変
じ
て
金
と
為
す（

（（
（

｣

と
。
こ
れ
ら
の
記
事
、
皆
、
た
だ
、
そ
の
呪
術
を
能
く
す
る
を
伝
う
る
の
み
。
密
教
の
開
創
を
徴
す
べ
き

所
以
に
は
あ
ら
ず
。

『
西
域
求
法
高
僧
伝
』（
巻
下
）
に
持
明
蔵
を
叙
べ
て
云
く
、｢

龍
樹
菩
薩
、
特
に
そ
の
要
に
精
し（

（（
（

｣

と
。
ま
た
、
以
て
そ
の
誦
呪
を
能

く
す
る
を
知
る
べ
き
に
過
ぎ
ず
し
て
、
持
明
蔵
を
結
集
す
る
は
、
却
て
そ
の
弟
子
難
陀
と
す（

（（
（

。

②
『
楞
伽
』
及
び
『
摩
耶
経
』
の
懸
記

『
大
乗
入
楞
伽
経
』
は
、
唐
の
実
叉
難
陀
｛Śiks

・ānanda, 695

～699

｝
の
訳
す
る
所
に
し
て
、
固
よ
り
龍
猛
滅
後
の
述
作
に
係
る
。

そ
の
（
巻
六
）
謂
う
所
の
内
証
乗
を
持
す
懸
記（

（（
（

、
何
ぞ
信
憑
す
る
に
足
ら
ん
や
。

『
摩
訶
摩
耶
経
』
の
懸
記（

（（
（

に
至
り
て
は
、
龍
猛
の
持
す
所
、
即
ち
密
教
な
る
こ
と
明
か
な
ら
ず
。

③
西
蔵
の
伝
説

西
蔵
の
伝
に
龍
樹
の
師
を
以
て
薩
羅
訶（Saraha

）と
す
。ま
た
秘
密
経
軌（Tantra

）を
分
ち
て
作（Kriyā

）・
修（caryā

）・
瑜
伽（yoga

）・

無
上
瑜
伽
（yogānuttara

）
の
四
種
と
す
。
且
つ
謂
く
、
そ
の
作
・
修
の
二
経
、
金
剛
薩
埵
、
こ
れ
を
大
日
よ
り
受
け
、
龍
樹
に
授
く
。

龍
樹
、伝
持
す
る
こ
と
七
百
年
に
し
て
、諸
の
龍
智
に
授
く
。
こ
れ
喇
嘛
右
宗
の
伝
灯
と
す （
河
口
慧
海
｛1866

～1945

｝
の
説
な
り（

（（
（

）。

四
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④
述
作
、
未
だ
曽
て
密
教
を
説
か
ず

然
し
て
龍
樹
の
述
作
の
中
に　

未
だ
曽
て
密
教
を
説
く
も
の
あ
る
を
見
ず
。『
釈
摩
訶
衍
論
』
は
『
起
信
論（

（（
（

』
の
疏
釈
に
し
て
、
固
よ

り
密
教
に
あ
ら
ず
。
且
つ
龍
樹
造
、姚
秦
の
筏
提
摩
多
三
蔵
訳
と
云
う（

（（
（

と
い
え
ど
も
、我
が
邦
の
淡
海
真
人
三
船
元
開｛722

～785

｝（
そ

れ
、
宝
亀
十
年
｛779

｝
閏
五
月
二
十
四
日
、
戒
明
阿
闍
梨
と
偽
妄
を
論
ず
る
書
な
り
。『
唯
識
論
同
学
鈔
』
の
三
の
四
に
出
ず（

（（
（

）、
及
び
、

最
澄
｛767
～822

｝（『
守
護
国
界
章
』
上
に
、
そ
の
五
失
を
論
ず（

（（
（

）
以
来
、
定
論
し
て
、
以
て
偽
作
と
す
。
蓋
し
新
羅
僧
月
忠
、
こ

れ
を
撰
す
か 

（『
教
時
義
』
一（

（（
（

。『
些
些
疑
文（

（（
（

』
の
円
珍
｛814

～891

｝
の
智
慧
輪
三
蔵
｛prajn ~ācakra

｝
に
上
る
表
は
、
忠
を
智
に

作
る
）。

『
菩
提
心
論
』
も
ま
た
、
龍
樹
造
（『
弁
顕
密
二
教
論
』
上（

（（
（

）、
不
空
｛Am

oghavajra, 705

～774

｝
訳
と
称
す（

（（
（

。
然
る
に
、
そ
の

釈
義
に
諸
経
（『
大
日
』、『
華
厳
』、『
観
無
量
寿
』、『
涅
槃
』
等
な
り
）
を
引
く
中
に
、
善
無
畏
｛Śubhakarasim

・ha, 637

～735

｝

の
撰
す
所
の
『
大
日
経
供
養
次
第
法
』
あ
り（

（（
（

。
龍
樹
、
豈
に
唐
代
の
善
無
畏
の
言
を
引
く
こ
と
あ
ら
ん
や
。
且
つ
論
の
首
の
「
大
阿
闍
梨

云
」
の
五
字
、一
本
に
「
大
広
智
阿
闍
梨
云
」
に
作
る（

（（
（

。
故
に
安
然
｛841

～?

｝
の
『
教
時
義
』 （
巻
三
）
に
云
く
、「
或
る
目
録
に
云
く
、

『
菩
提
心
論
』
は
不
空
集
な
り（

（（
（

」
と
。
按
ず
る
に
、
こ
の
書
、
す
な
わ
ち
不
空
の
徒
、
そ
の
師
説
を
録
す
の
み
。
苟
も
隻
眼
を
具
す
る
者
、

誰
か
、
こ
れ
を
覰
破
せ
ざ
ら
ん
。
故
に
円
珍
の
曰
く
、「『
菩
提
心
論
』、
或
は
龍
樹
菩
薩
造
と
云
い
、
或
は
興
善
三
蔵
集
と
云
う
。
こ
れ

未
だ
決
解
せ
ず
。
私
に
謂
く
、
後
の
説
を
正
と
す
」（『
些
些
疑
文（

（（
（

』）
と
。

『
菩
提
資
糧
論（

（（
（

』・『
大
智
度
論（

（（
（

』
に
至
ら
ば
、
す
な
わ
ち
実
に
龍
樹
の
造
る
所
な
り
。
然
る
に
、『
資
糧
論
』、
た
だ
応
に
如
来
の
支
提
、

及
び
形
像
を
敬
礼
し
て
、
掃
地
し
、
塗
地
し
て
、
香
華
・
灯
鬘
・
旛
蓋
・
鼓
楽
を
供
養
す
べ
し
と
説
く（

（（
（

。
未
だ
密
教
事
相
の
発
達
す
る
も

の
あ
る
を
見
ず
。

そ
の
余
の
龍
樹
の
造
る
所
に
、『
十
二
門
論
』（
一
巻
。
羅
什
訳（

（（
（

）・『
中
論
』（
四
巻
。
同
訳（

（（
（

）・『
十
八
空
論
』（
一
巻
。
陳
の
真
諦

｛Param
ārtha, 499

～569

｝
訳（

（（
（

）・『
廻
諍
論
』（
一
巻
。
元
魏
の
毘
目
智
仙
｛Vim

oks

・aprajn ~ār

・s

・i, or, Vim
oks

・asena?, 

６
世
紀
｝・

瞿
曇
留
支
｛Gautam

aprajn ~āruci, 

６
世
紀
｝
共
訳（

（（
（

） ・『
壱
輸
盧
迦
論
』（
一
巻
。
瞿
曇
留
支
訳（

（（
（

）・『
般
若
灯
論
偈
』（
分
別
明
｛Bhāviveka, 

五
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ca.490

～570

｝
釈
。
十
五
巻
。
唐
の
波
頗
｛Prabhākaram

itra, ca.565

～633

｝
訳（

（（
（

）・『
勧
発
諸
王
要
偈
』（
一
巻
。
宋
の
僧
伽

跋
摩[Sam

・ghavarm
an, 

５
世
紀
］
訳（

（（
（

）
等
あ
り
。
並
に
毫
も
密
教
を
説
く
所
な
し
。

⑤
所
謂
る
秘
密
経

『
大
論
』（
巻
十
）
に
『
密
述
金
剛
力
士
経
』
を
引
き
て
、
如
来
の
身
・
口
・
意
の
三
密
を
説
く（

（（
（

と
い
え
ど
も
、
そ
の
謂
う
所
の
秘
密
、

す
な
わ
ち
随
類
各
解
の
化
儀
の
秘
密
な
る
の
み
。
無
著
｛Asan

・ga, ca.395

～470

｝
の
『
阿
毘
曇
雑
集
論
』（
巻
六
）
に
四
種
の
秘
密
（
令

入
。
相
。
対
治
。
転
変
。）
を
説
き
、「
方
広
分
中
に
於
て
、
一
切
如
来
の
あ
ら
ゆ
る
秘
密
、
応
に
随
い
て
决
了
す
べ
し（

（（
（

」
と
謂
う
。
そ
の

意
も
ま
た
相
同
な
り
。
も
し
龍
猛
、
果
し
て
両
部
純
密
の
開
祖
と
せ
ば
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
説
く
所
の
三
密
、
豈
に
こ
こ
に
局
ら
ん
や
。

ま
た
、『
大
論
』（
巻
八
）
に
云
く
、「
仏
法
に
二
種
あ
り
。
一
に
は
秘
密
、
二
に
は
顕
示
な
り（

（（
（

」
と
。
二
教
の
名
、
こ
こ
よ
り
始
め
て

出
づ
。
然
る
に
、
こ
の
謂
う
所
の
秘
密
教
と
は
、
顕
示
教
の
、
す
な
わ
ち
阿
羅
漢
乗
と
為
す
に
対
し
て
、
菩
薩
乗
を
指
し
て
、
こ
れ
を
謂

う
。
後
世
の
真
言
密
教
と
、
自
か
ら
意
義
、
異
な
れ
り
。
而
も
、
そ
の
秘
密
教
の
意
、
契
経
中
に
散
見
す
る
も
の
、
一
に
し
て
足
ら
ず
。『
宝

積
』（
巻
八
）
に
云
く
、「
菩
薩
密
。
如
来
秘
要（

（（
（

」、「
如
来
秘
密
要
蔵（

（（
（

」、「
如
来
秘
密
の
業（

（（
（

」、「
如
来
秘
密
の
教（

（（
（

」
と
。『
法
華
』
に
云
く
、

「
如
来
一
切
秘
要
の
蔵
」（
巻
六（

（（
（

）、「
如
来
秘
密
神
通
の
力
」（
巻
五（

（（
（

）
と
。『
方
等
無
想
経
』（
巻
三
）
に
云
く
、「
如
来
秘
密
蔵
、
甚
深
な

る
こ
と
大
海
の
如
し（

（（
（

」
と
。『
涅
槃
』
に
云
く
、「
如
来
秘
蔵
」（
北
本
。
巻
八（

（（
（

）、「
大
般
涅
槃
経
は
悉
く
、
こ
れ
一
切
秘
蔵
な
り
。（
中
略
）

こ
の
故
に
、
こ
の
経
を
如
来
秘
密
の
蔵
と
名
く
」（
同
上
。
十
八（

（（
（

）
と
。
皆
こ
れ
、
富
永
仲
基
｛1715

～1746

｝
の
『
出
定
後
語
』
に

謂
う
所
の
作
経
家
の
「
各
の
自
ら
珍
愛
す
る
の
言（

（（
（

」
に
過
ぎ
ず
。
龍
猛
の
秘
密
教
も
ま
た
、何
ぞ
こ
こ
を
簡
ぶ
所
あ
ら
ん
や
。
そ
の
当
時
、

未
だ
密
教
あ
ら
ざ
る
は
、
瞭
瞭
な
る
の
み
。

十
一
、
外
道
の
呪
術
、
漸
く
仏
教
に
入
る

但
し
外
道
の
呪
術
、
ま
す
ま
す
熾
に
し
て
、
そ
の
勢
い
、
漸
く
将
に
仏
教
に
入
り
来
ら
ん
と
す
る
も
の
あ
り
。『
大
論
』（
巻
九
）
に
云

六
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く
、「
外
道
の
人
あ
り
。
能
く
薬
草
・
呪
術
を
以
て
他
人
の
病
を
除
く（

（（
（

」
と
。
ま
た
（
巻
五
十
七
）
云
く
、「
外
道
神
仙
の
如
き
は
、
呪
術

力
の
故
に
、
水
に
入
り
て
溺
れ
ず
、
火
に
入
り
て
熱
せ
ず
、
毒
虫
の
螫
さ
ず（

（（
（

」
と
。
ま
た
（
巻
五
十
八
）
云
く
、「
諸
の
外
道
の
聖
人
、
種
々

の
呪
術
あ
り
て
人
民
を
利
益
す
。
こ
の
呪
を
誦
す
る
が
故
に
、
能
く
意
の
欲
す
る
所
に
随
い
て
、
諸
の
鬼
神
を
使
う
。
諸
の
仙
人
、
こ
の

呪
あ
る
が
故
に
大
い
に
名
声
を
得
て
、
人
民
、
帰
伏
す
。
呪
術
を
貴
ぶ
が
故
に（

（（
（

」
と
。
ま
た
（
同
上
）
云
く
、「
先
に
仙
人
の
作
す
所
の

呪
術
あ
り
。
謂
う
所
の
能
知
他
人
心
呪
、
抑
叉
呪
と
名
く
。
能
飛
行
変
化
呪
、
犍
陀
梨
と
名
く
。
能
住
寿
過
千
万
歳
呪
、
諸
呪
の
中
に
於

て
、
与
に
等
し
き
も
の
な
し（

（（
（

」
と
。
こ
れ
、
婆
羅
門
の
呪
術
流
行
の
実
況
な
り
。
仏
教
の
、
そ
の
影
響
を
蒙
る
こ
と
、
蓋
し
ま
た
、
已
む

を
得
ざ
る
も
の
か
。

顧
み
る
に
、如
来
の
滅
後
、多
く
年
所
を
経
て
、仏
日
、光
を
翳
し
、制
戒
、漸
く
弛
む
。
仏
徒
に
し
て
、外
道
の
呪
術
を
讃
嘆
す
る
こ
と
、

上
述
の
如
し
。
外
道
、揚
然
と
し
て
、仏
徒
に
対
し
て
言
く
。「
仏
、も
し
呪
術
な
く
ん
ば
、大
力
あ
り
と
名
け
ず
」（『
大
荘
厳
論
経
』一（

（（
（

）と
。

こ
れ
を
以
て
、
仏
徒
、
或
は
呪
術
を
排
し
、
或
は
往
々
に
、
こ
れ
を
行
う
。

馬
鳴
｛aśvaghos

・a, 

１
～
２
世
紀
頃
｝
の
『
大
荘
厳
論
経
』（
巻
一
）
に
云
く
、「
咄
、
悪
語
を
出
す
こ
と
な
か
れ
。
仏
に
呪
あ
り
と

謗
言
し
、
最
勝
尊
を
毀
謗
す
。
後
に
大
苦
の
報
を
獲
ん（

（（
（

」
と
。
ま
た
（
同
上
）
云
く
、「
如
来
、
実
に
大
功
徳
力
あ
り
。
永
く
呪
根
を
断

つ（
（（
（

」
と
。
こ
れ
す
な
わ
ち
呪
術
を
排
斥
す
る
も
の
な
り
。

『
大
論
』（
巻
三
）
に
云
く
、「
出
家
の
人
あ
り
。
種
々
の
呪
術
を
学
び
、
吉
凶
を
卜
筮
す
。
是
の
如
き
等
、
種
々
の
不
浄
活
命
者
な
り（

（（
（

」

と
。
蓋
し
こ
の
徒
、
少
な
か
ら
ざ
る
か
。

ま
た
（
巻
二
十
五
）
云
く
、「
菩
薩
、
こ
の
無
礙
智
を
得
て
、
身
を
転
じ
、
生
を
受
く
る
時
、
一
切
の
五
通
仙
人
の
あ
ら
ゆ
る
経
書
・
呪
術
・

智
慧
・
技
能
、
自
然
に
悉
く
知
る
。
謂
う
所
の
四
囲
陀
・
六
鴦
伽
｛vedān

・ga

｝
の
呪
術
な
り（

（（
（

」
と
。
想
う
に
、
是
の
如
き
は
、
実
に
龍

猛
等
の
矜
誇
す
る
所
な
り
。

七
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①
般
若
、
明
呪
に
比
す

故
に
『
大
論
』（
巻
五
十
七
）
に
、
般
若
を
以
て
明
呪
に
比
し
、
以
て
そ
の
尚
ぶ
べ
き
を
説
い
て
云
く
、「
何
に
況
や
般
若
波
羅
蜜
を
や
。

こ
れ
、
十
方
諸
仏
の
因
て
成
就
す
る
所
の
呪
術
な
り（

（（
（

」
と
。
ま
た
（
巻
三
十
四
）
に
云
く
、「
般
若
波
羅
蜜
、
こ
れ
大
明
呪
な
り
。
無
上

明
呪
な
り
。
無
等
等
明
呪
な
り
。（
中
略
）
過
去
の
諸
仏
、
こ
の
明
呪
に
因
る
が
故
に
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
。
未
来
世
の
諸
仏
、

今
現
在
の
十
方
諸
仏
も
ま
た
、
こ
の
明
呪
に
因
り
て
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
を
得
。
こ
の
明
呪
に
因
る
が
故
に
、
世
間
に
便
ち
十
善
道
あ

り（
（（
（

」
と
。
ま
た
（
同
上
）
云
く
、「
諸
の
呪
術
の
中
、
般
若
波
羅
蜜
、
こ
れ
大
呪
術
な
り（

（（
（

」
と
。
こ
れ
す
な
わ
ち
大
乗
に
し
て
、
呪
術
の

功
力
を
認
る
も
の
な
り
。

②
小
乗
の
沙
門
、
呪
術
を
行
う

小
乗
の
沙
門
も
ま
た
、呪
術
を
行
う
者
あ
り
。
維
祇
難
｛Vighna

｝（
障
礙
）
の
師
の
如
き
、す
な
わ
ち
こ
れ
な
り
。
難
、印
度
の
人
な
り
。

世
に
火
祠
に
事
う
。
曽
て
一
沙
門
あ
り
。
小
乗
を
習
学
し
、
多
く
道
術
を
行
う
。
来
り
て
宿
を
難
の
家
に
請
う
。
異
道
を
奉
る
を
以
て
、

釈
子
を
忌
み
、
門
外
の
露
地
に
宿
せ
し
む
。
沙
門
、
夜
に
密
か
に
呪
術
を
加
え
、
難
の
家
の
事
う
る
所
の
火
を
滅
せ
し
む
。
こ
こ
に
於
て

挙
家
、
驚
畏
し
、
共
に
出
て
沙
門
に
請
い
、
室
に
入
て
供
養
す
。
沙
門
、
す
な
わ
ち
還
り
て
呪
術
を
以
て
火
を
生
ず
。
難
、
す
な
わ
ち
そ

の
弟
子
と
な
り
て
、
仏
法
を
奉
り
、
諸
国
を
遊
化
す
。
西
域
よ
り
江
右
｛
現
在
の
江
西
省
｝
に
至
る
。
呉
の
孫
権
｛222

～252

｝
の

黄
武
三
年
｛224

｝、
武
昌
郡
｛
現
在
の
湖
北
省
武
漢
市
｝
に
於
て
経
を
訳
す
（『
開
元
録
』
二（

（（
（

・『
貞
元
録
』
三（

（（
（

）。
見
る
べ
し
、
内
外
の

二
道
、
大
小
両
乗
家
、
呪
術
を
崇
尚
す
る
者
、
比
比
と
し
て
風
と
成
る
。
然
る
に
、
仏
徒
の
克
く
正
法
を
持
す
る
者
、
す
な
わ
ち
外
道
の

呪
術
を
視
て
、
以
て
、
た
だ
不
浄
活
命
の
技
に
過
ぎ
ず
と
す
。
矧
や
、
そ
れ
、
仏
の
制
禁
あ
る
に
於
て
を
や
。

十
二
、
陀
羅
尼
の
勃
興

こ
こ
を
以
て
、
龍
猛
の
時
、
翅
に
経
・
律
・
論
・
雑
の
四
蔵
（『
大
論
』
十
一（

（（
（

）
の
み
あ
り
て
、
呪
経
、
未
だ
出
で
ず
。
別
に
陀
羅
尼
、

八
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す
で
に
興
る
こ
と
あ
り
。

①
陀
羅
尼
と
明
呪
の
差
別

陀
羅
尼
と
は
、総
持
の
義
な
り
。
外
道
に
な
き
所
な
り
。
外
道
の
呪
、梵
言
の
曼
怛
羅｛m

antra

｝な
り
。
表
思
語
を
以
て
義
と
す
。
明
、

梵
言
の
毘
地
耶
｛vidyā

｝
な
り
。
智
を
以
て
そ
の
義
と
す
。
そ
の
用
、
な
ら
び
に
祝
祷
禁
厭
に
あ
り
。

②
陀
羅
尼
の
用

陀
羅
尼
、
固
よ
り
、
こ
れ
に
同
な
ら
ず
。
そ
れ
、
初
め
に
必
ず
口
誦
の
語
言
あ
る
に
あ
ら
ず
。
た
だ
能
く
諸
法
の
名
相
・
義
理
を
記
持

し
て
忘
失
せ
ず
。
一
た
び
、
こ
れ
を
憶
起
せ
ば
、
す
な
わ
ち
説
法
、
無
礙
自
在
な
る
こ
と
を
得
。
こ
れ
、
名
け
て
陀
羅
尼
と
云
う
。
故
に

陀
羅
尼
を
得
て
、
陀
羅
尼
を
行
ず
と
謂
い
て
、
陀
羅
尼
を
誦
す
と
言
わ
ず
。
蓋
し
心
中
に
諸
法
を
総
持
す
る
も
の
か
。

そ
れ
『
大
論
』
は
、『
大
品
般
若
』
を
釈
す
。『
大
品
』
の
梵
本
、
龍
猛
以
前
に
成
る
こ
と
、
明
か
な
り
。
而
も
『
大
論
』、
ま
ま
、『
密

迹
金
剛
力
士
経
』・『
法
華
経
』
等
を
引
く
。
二
経
も
ま
た
、
龍
猛
以
前
に
成
る
こ
と
、
論
ず
る
こ
と
な
し
。

『
法
華
』（
序
品
）
に
云
く
、「
菩
薩
摩
訶
薩
八
万
人
、
皆
、
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
に
於
て
退
転
せ
ず
。
皆
、
陀
羅
尼
を
得
て
、
楽
説

弁
才
に
し
て
、
不
退
転
の
法
輪
を
転
ず（

（（
（

」
と
。『
大
品
』（
序
品
）
に
云
く
、「
菩
薩
摩
訶
薩
、
皆
、
陀
羅
尼
及
び
諸
三
昧
を
得
て
、
空
、

無
相
、
無
作
を
行
じ
已
り
て
等
忍
を
得
て
、
無
礙
陀
羅
尼
を
得（

（（
（

」
と
。

『
大
論
』（
巻
五
）
に
こ
れ
を
釈
し
て
云
く
、「
陀
羅
尼
、秦
に
能
持
と
言
い
、或
い
は
能
遮
と
言
う
。
能
持
と
は
、種
々
の
善
法
を
集
め
て
、

能
く
持
し
て
、散
せ
ざ
ら
し
め
、失
せ
ざ
ら
し
む
。
譬
え
ば
完
器
に
水
を
盛
る
に
、水
、漏
散
せ
ざ
る
が
如
し
。
能
遮
と
は
、悪
不
善
根
の
心
、

生
ず
る
を
、
能
く
遮
し
、
生
ぜ
ざ
ら
し
む
。
も
し
、
悪
罪
を
作
さ
ん
と
欲
さ
ば
、
持
し
て
作
さ
ざ
ら
し
む
。
こ
れ
を
陀
羅
尼
と
名
く
。
こ

の
陀
羅
尼
、
或
は
心
相
応
、
或
は
心
不
相
応
、
或
は
有
漏
、
或
は
無
漏
、
無
色
、
不
可
見
、
無
対
、
一
時
、
一
入
、
一
陰
摂
（
法
持
、
法
入
、

行
陰
）、
九
智
知
（
尽
智
を
除
く
）、
一
識
識
（
一
意
識
）、
阿
毘
曇
法
な
り
。
陀
羅
尼
の
義
、
是
の
如
し
。
ま
た
次
に
陀
羅
尼
を
得
る
菩
薩
、

九
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一
切
の
聞
く
所
の
法
、
念
力
を
以
て
の
故
に
能
く
持
し
て
失
せ
ず
。
ま
た
次
に
こ
の
陀
羅
尼
法
、
常
に
菩
薩
を
遂
ぐ
こ
と
、
譬
え
ば
間
日

の
疾
病
の
如
し
。
こ
の
陀
羅
尼
、
菩
薩
を
離
れ
ざ
る
こ
と
、
譬
え
ば
鬼
の
著
く
が
如
し
。
こ
の
陀
羅
尼
、
常
に
菩
薩
に
随
う
こ
と
、
善
不

善
の
律
儀
の
如
し
。
ま
た
次
に
こ
の
陀
羅
尼
、
菩
薩
を
持
し
て
、
二
地
の
坑
に
堕
さ
し
め
ざ
る
こ
と
、
譬
え
ば
、
慈
父
の
子
を
愛
す
る
が

如
し
。
子
、
坑
に
堕
せ
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
持
し
て
堕
さ
ざ
ら
し
む
。
ま
た
次
に
菩
薩
、
陀
羅
尼
力
を
得
る
が
故
に
、
一
切
魔
王
・
魔
民
・

魔
人
、
能
く
動
ず
る
こ
と
な
く
、
能
く
破
る
こ
と
な
く
、
能
く
勝
つ
こ
と
な
き
こ
と
、
譬
え
ば
須
弥
山
の
如
し
。
お
よ
そ
人
の
口
吹
の
動

ぜ
し
む
こ
と
能
わ
ず（

（（
（

。」

③
陀
羅
尼
の
種
類

「
問
て
曰
く
、
こ
の
陀
羅
尼
に
幾
ば
く
種
あ
り
や
。
答
え
て
曰
く
、
こ
の
陀
羅
尼
、
多
種
な
り
。
一
に
聞
持
陀
羅
尼
と
名
く
。
こ
の
陀

羅
尼
を
得
れ
ば
、
一
切
の
語
言
の
諸
法
、
耳
に
聞
く
所
は
皆
、
忘
失
せ
ず
。
ま
た
分
別
知
陀
羅
尼
あ
り
。
こ
の
陀
羅
尼
を
得
れ
ば
、
諸
衆

生
・
諸
法
の
大
小
、
好
醜
の
分
別
、
悉
く
知
る
。
偈
に
、
諸
の
象
、
馬
、
金
、
木
、
石
、
諸
の
衣
・
男
女
・
及
び
水
、
種
々
に
不
同
に
し
て
、

諸
物
の
名
、
一
な
れ
ど
も
、
貴
賤
の
理
、
殊
な
り
と
説
く
が
如
し
。
こ
の
総
持
を
得
て
、
悉
く
能
く
分
別
す
。
ま
た
、
入
音
声
陀
羅
尼
あ
り
。

菩
薩
、
こ
の
陀
羅
尼
を
得
れ
ば
、
一
切
の
語
言
の
音
を
聞
き
て
、
喜
ば
ず
、
瞋
ら
ず
。
一
切
衆
生
、
恒
河
沙
等
の
劫
の
如
く
、
悪
言
し
罵

詈
す
と
も
、
心
、
憎
恨
せ
ず（

（（
（

」 （
中
略
）「
ま
た
寂
滅
陀
羅
尼
・
無
辺
旋
陀
羅
尼
・
随
地
観
陀
羅
尼
・
威
徳
陀
羅
尼
・
華
厳
陀
羅
尼
・
浄
音

陀
羅
尼
・
虚
空
蔵
陀
羅
尼
・
海
蔵
陀
羅
尼
・
分
別
諸
法
地
陀
羅
尼
・
明
諸
法
義
陀
羅
尼
と
名
く
あ
り
。
是
の
如
き
等
、
略
説
し
て
五
百
陀

羅
尼
門
あ
り
。
も
し
広
説
す
れ
ば
、
す
な
わ
ち
無
量
な
り
。
こ
れ
を
以
て
の
故
に
、
諸
菩
薩
、
皆
、
陀
羅
尼
を
得
と
言
う（

（（
（

」
と
。

ま
た
（
同
上
）
云
く
、「
問
て
曰
く
、
前
に
已
に
諸
菩
薩
、
陀
羅
尼
を
得
と
説
く
。
今
、
何
を
以
て
ま
た
無
礙
陀
羅
尼
を
得
と
説
く
や
。

答
え
て
曰
く
、
無
礙
陀
羅
尼
、
最
大
な
る
が
故
に
。
一
切
三
昧
中
に
三
昧
王
の
三
昧
、
最
大
な
る
が
如
く
、
人
中
の
王
の
如
く
、
諸
の
解

脱
の
中
に
無
礙
解
脱
、
大
な
る
（
仏
を
得
て
、
道
を
得
る
時
に
得
る
所
な
り
）
が
如
し
。
是
の
如
く
一
切
の
諸
陀
羅
尼
の
中
に
無
礙
陀
羅

尼
、大
な
り
。
こ
れ
を
以
て
の
故
に
重
説
す
。
ま
た
次
に
、先
に
諸
菩
薩
、陀
羅
尼
を
得
と
説
く
。
知
ら
ず
、こ
れ
何
等
の
陀
羅
尼
な
る
か
。

一
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小
陀
羅
尼
あ
り
。
転
輪
聖
王
・
仙
人
等
の
得
る
所
の
聞
持
陀
羅
尼
・
分
別
衆
生
陀
羅
尼
・
帰
命
救
護
陀
羅
尼
・
不
捨
陀
羅
尼
の
如
し
。
是

の
如
き
等
の
小
陀
羅
尼
、
余
人
に
も
ま
た
、
こ
れ
あ
り
。
無
礙
陀
羅
尼
、
外
道
・
声
聞
・
辟
支
佛
・
新
学
の
菩
薩
、
皆
、
悉
く
得
ず
。
た

だ
無
量
の
福
徳
、
智
慧
・
大
力
の
諸
菩
薩
、
独
り
こ
の
陀
羅
尼
あ
り
。
こ
れ
を
以
て
の
故
に
別
說
す
。
ま
た
次
に
、
こ
の
菩
薩
の
輩
、
自

利
、
已
に
具
足
す
。
但
し
彼
を
益
せ
ん
と
欲
し
て
、
説
法
教
化
、
尽
く
る
こ
と
な
き
は
、
無
礙
陀
羅
尼
を
以
て
根
本
と
す
。
こ
れ
を
以
て

の
故
に
、
諸
菩
薩
、
常
に
無
礙
陀
羅
尼
を
行
ず（

（（
（

。」
と
。

④
陀
羅
尼
と
大
乗

す
な
わ
ち
知
ん
ぬ
。『
大
品
』・『
大
論
』
等
に
謂
う
所
の
陀
羅
尼
は
、
諸
法
の
義
理
を
総
持
す
る
所
以
に
、
こ
れ
に
由
り
て
無
礙
辯
を

得
て
、
能
く
法
輪
を
転
ず
る
心
地
の
法
門
な
り
。
三
昧
と
及
び
等
忍
と
倶
に
、
菩
薩
必
須
の
資
徳
、
大
乗
不
共
の
特
色
と
す
。
後
来
の
陀

羅
尼
、
文
と
し
て
誦
す
べ
き
あ
り
て
、
外
道
の
明
呪
に
似
た
る
と
、
全
く
同
な
ら
ず
。
惟
だ
、
大
乗
の
教
門
、
広
大
深
厳
、
書
写
至
難
に

し
て
、
印
行
、
未
だ
興
ら
ず
。
そ
の
耳
聞
心
記
の
労
苦
、
殆
ど
測
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
あ
り
。
陀
羅
尼
の
起
り
、
寔
に
故
な
き
に
あ
ら
ず
。

す
な
わ
ち
、
そ
の
重
ん
ず
べ
き
所
以
、
ま
た
の
論
を
須
い
ず
。

十
三
、
字
陀
羅
尼

し
か
も
、
陀
羅
尼
を
得
ん
と
欲
さ
ば
、
先
ず
字
陀
羅
尼
に
由
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。『
大
品
』（「
広
乗
品
」）
に
云
く
、「
菩
薩
摩
訶
薩
の

摩
訶
衍
に
謂
う
所
の
字
等
、
語
等
の
諸
字
、
門
に
入
る（

（（
（

。
阿
字
門
、
一
切
法
、
初
め
よ
り
不
生
な
る
が
故
に
。（
以
下
四
十
二
字
門
を
説
く
。

今
は
略
す
）
こ
れ
、
陀
羅
尼
門
と
名
く
。
謂
う
所
の
阿
字
の
義
、
も
し
菩
薩
摩
訶
薩
、
こ
の
諸
字
門
の
印
、
阿
字
の
印
を
、
も
し
は
聞
き
、

も
し
は
受
け
、
も
し
は
誦
し
、
も
し
は
読
み
、
も
し
は
持
し
、
も
し
は
他
の
為
に
説
き
、
是
の
如
く
知
ら
ば
、
当
に
二
十
の
功
徳
を
得
べ

し
。
何
等
を
二
十
と
す
る
や
。
強
識
念
を
得
、
慚
愧
を
得
、
堅
固
心
を
得
、
経
の
旨
趣
を
得
、
智
慧
を
得
、
楽
説
無
礙
を
得
、
諸
余
の
陀

羅
尼
門
を
得
る
こ
と
易
く
、
無
疑
悔
心
を
得
、
善
を
聞
き
て
喜
ば
ず
、
悪
を
聞
き
て
怒
ら
ざ
る
こ
と
を
得
、
高
な
ら
ず
、
下
な
ら
ず
、
心

一
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に
住
し
、
増
な
く
、
減
な
き
を
得
、
善
功
に
衆
生
の
語
を
知
る
こ
と
を
得
、
巧
み
に
五
陰
・
十
二
入
・
十
八
界
・
十
二
因
縁
・
四
縁
・
四

諦
を
分
別
す
る
こ
と
を
得
、
巧
み
に
衆
生
の
諸
根
の
利
鈍
を
分
別
す
る
こ
と
を
得
、
巧
み
に
他
心
を
知
る
こ
と
を
得
、
巧
み
に
日
月
・
歳

節
を
分
別
す
る
こ
と
を
得
、
巧
み
に
天
耳
通
を
分
別
す
る
こ
と
を
得
、
巧
み
に
宿
命
通
を
分
別
す
る
こ
と
を
得
、
巧
み
に
生
死
通
を
分
別

す
る
こ
と
を
得
、
能
く
巧
み
に
是
処
・
非
処
を
説
く
こ
と
を
得
、
巧
み
に
往
来
・
坐
起
等
の
身
の
威
儀
を
知
る
こ
と
を
得
。（
中
略
）
こ
の
、

陀
羅
尼
門
・
字
門
・
阿
字
門（

（（
（

、。
こ
れ
、
菩
薩
摩
訶
薩
の
摩
訶
衍
と
名
く（

（（
（

。」
と
。

『
放
光
般
若
』、『
大
品
』
の
異
本
と
す
。
そ
の
「
陀
隣
尼
品
」
に
云
く
、「
摩
訶
衍
あ
り
。
謂
う
所
の
陀
隣
尼
目
佉

｛dhāran

・īm
ukha

｝、
こ
れ
な
り
。
何
等
を
陀
隣
尼
目
佉
と
す
る
や
。
字
と
等
し
く
、
言
と
等
し
く
、
字
の
所
入
の
門
な
り
。（
亦
た

四
十
二
字
門
を
説
く
。
今
、
こ
れ
を
略
す
）
こ
の
字
教
の
所
入
、
皆
、
こ
れ
陀
隣
尼
の
所
入
の
門
な
り
。
も
し
菩
薩
摩
訶
薩
、
こ
の
字
の

事
を
暁
了
す
る
者
あ
ら
ば
、
言
数
に
住
さ
ず
し
て
、
便
ち
言
数
の
慧
を
暁
知
す
。
も
し
菩
薩
摩
訶
薩
、
こ
の
四
十
二
字
の
所
入
の
句
印
を

聞
く
者
、
持
し
、
諷
誦
す
る
者
、
も
し
は
ま
た
、
他
人
の
為
に
そ
の
義
を
解
説
し
、
妄
見
を
以
て
せ
ず
、
持
し
、
諷
誦
す
る
者
あ
ら
ば
、

当
に
二
十
の
功
徳
を
得
べ
し（

（（
（

。」 （
粗
ぼ
『
大
品
』
に
同
じ
）
と
。

『
大
論
』（
巻
四
十
八
）
に
、こ
れ
を
釈
し
て
云
く
、「
字
等
・
語
等
と
は
、こ
の
陀
羅
尼
、諸
字
に
於
て
平
等
に
し
て
、愛
憎
あ
る
こ
と
な
し
。

（
中
略
）
等
と
は
、
畢
竟
空
涅
槃
と
同
等
な
り
。
菩
薩
、
こ
の
陀
羅
尼
を
以
て
、
一
切
諸
法
に
於
て
通
達
無
礙
な
り
。
こ
れ
、
字
等
・
語

等
と
名
く
。（
中
略
）
こ
の
字
等
の
陀
羅
尼
、名
け
て
諸
陀
羅
尼
門
と
す（

（（
（

。 （
中
略
）
諸
陀
羅
尼
法
、皆
、分
別
字
語
よ
り
生
ず
。
四
十
二
字
、

こ
れ
一
切
字
の
根
本
な
り
。
字
に
因
り
て
語
あ
り
。
語
に
因
り
て
名
あ
り
。
名
に
因
り
て
義
あ
り
。
菩
薩
、
も
し
字
を
聞
か
ば
、
字
に
因

り
、
乃
至
、
能
く
そ
の
義
を
了
す
。
こ
の
字
の
初
め
は
阿
、
後
は
荼
な
り
。
中
に
四
十
あ
り
て
、
こ
の
字
陀
羅
尼
を
得（

（（
（

。」
と
。

ま
た
云
く
、「
菩
薩
、
こ
の
陀
羅
尼
を
得
て
、
常
に
諸
字
相
を
観
じ
、
修
習
し
、
憶
念
す
る
が
故
に
、
強
識
念
を
得（

（（
（

。」
と
。

ま
た
云
く
、「
菩
薩
、
こ
の
陀
羅
尼
に
因
り
て
、
諸
字
を
分
別
し
、
破
散
す
る
に
、
言
語
も
ま
た
空
な
り
。
言
語
、
空
な
る
が
故
に
、

名
も
ま
た
空
な
り
。
名
、
空
な
る
が
故
に
、
義
も
ま
た
空
な
り
。
畢
竟
空
を
得
る
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
、
般
若
波
羅
蜜
の
智
慧
な
り（

（（
（

。」
と
。

ま
た
云
く
、「
陀
羅
尼
を
得
と
は
、
譬
え
ば
、
竹
を
破
す
が
如
く
、
初
節
、
既
に
破
す
れ
ば
、
余
は
皆
、
易
し
。
菩
薩
も
ま
た
是
の
如
く
、

一
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こ
の
文
字
陀
羅
尼
を
得
れ
ば
、
諸
陀
羅
尼
、
自
然
に
し
て
得（

（（
（

。」
と
。

上
来
、
引
援
す
る
所
、
以
て
字
陀
羅
尼
の
体
用
の
一
斑
を
察
知
す
る
に
足
る
か
。

①
字
印
の
排
列

且
く
一
例
を
挙
げ
て
、
こ
れ
を
説
か
ば
、
字
陀
羅
尼
と
は
、
語
首
の
一
字
を
採
り
、
そ
の
語
義
を
以
て
、
そ
の
字
義
と
す
。
譬
え
ば
、

阿
字
を
以
て
、
阿
提
（ādi

、
初
）・
阿
耨
波
陀
（anutpāda

、
不
生
）
の
義
あ
り
と
し
、
羅
字
を
以
て
、
羅
闍
（raja

（
（（
（

、
塵
垢
。）
の
義

あ
り
と
し
、
波
字
を
以
て
、
波
羅
木
陀
（param

ārta

（
（（
（

、
第
一
義
）
の
義
あ
り
と
す
る
が
如
し
。
四
十
二
字
、
皆
、
此
の
如
し
。
こ
れ
字

印
と
名
く
。
こ
れ
を
排
列
し
、
以
て
、
諸
法
の
名
義
を
摂
持
し
、
能
く
縦
横
に
旋
転
し
、
無
礙
自
在
な
る
こ
と
を
得
。

②
口
誦
陀
羅
尼

ま
た
、
口
に
、
以
て
誦
持
し
て
、
記
憶
に
便
な
る
こ
と
を
得
。
こ
こ
に
於
て
か
、
陀
羅
尼
に
、
始
め
て
、
諷
誦
す
べ
き
も
の
あ
り
。『
法

華
』（「
普
賢
品（

（（
（

」）
に
謂
う
所
の
百
千
万
億
旋
陀
羅
尼
｛kot

・i-śata-sahasāvartā nām
a dhāran

・ī

｝
の
如
き
は
、
す
な
わ
ち
こ
れ
な
り
。

③
陀
羅
尼
と
偈
頌

顧
み
る
に
、
仏
教
、
憶
持
に
便
な
り
て
、
得
道
に
益
す
る
こ
と
あ
ら
ん
と
欲
し
て
、
偈
頌
の
製
あ
り
。
字
陀
羅
尼
、
す
な
わ
ち
更
に
偈

頌
を
洗
練
し
て
、
そ
の
精
髄
を
存
す
る
も
の
に
似
た
り
。
偈
頌
、
た
だ
諷
誦
に
宜
し
き
を
以
て
旨
と
す
。
陀
羅
尼
、
含
蓄
の
多
き
を
以
て
、

要
と
す
。
故
に
、
そ
の
一
字
・
一
句
・
一
章
に
詮
す
る
所
の
法
義
の
富
贍
、
深
広
に
し
て
、
能
く
無
量
の
法
門
を
総
持
す
。
も
し
敷
衍
し
て
、

こ
れ
を
説
か
ば
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
一
章
・
一
句
・
一
字
、
能
く
無
量
の
法
門
を
繹
出
す
る
に
足
る
。
巻
舒
、
手
に
あ
り
、
放
斂
、
意
に
随
う
。

こ
れ
を
開
き
て
、
法
界
を
覆
い
、
こ
れ
を
縮
め
て
、
一
字
に
入
る
。
こ
れ
を
以
て
、
能
く
無
礙
辯
を
得
て
、
以
て
法
輪
を
転
ず
。
そ
の
功

用
の
大
な
る
こ
と
、
偈
頌
の
比
す
べ
き
に
あ
ら
ざ
る
は
、
宜
な
る
か
な
。
字
陀
羅
尼
、
一
た
び
興
ら
ば
、
忽
ち
大
乗
教
中
に
行
わ
る
。
前
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に
説
く
所
の
心
地
修
得
陀
羅
尼
、
ま
た
、
皆
、
各
の
口
誦
語
言
あ
る
に
至
り
て
は
、
並
び
に
『
大
集
経
』
に
説
く
所
の
如
し
。（
後
出
）

④
陀
羅
尼
と
明
呪
と
の
混
同

こ
こ
に
於
て
、陀
羅
尼
と
明
呪
と
の
差
別
、漸
く
明
か
な
ら
ず
。共
に
呼
声
の
名
句
を
臚
列
し
、起
結
の
語
言
も
ま
た
粗
ぼ
相
同
す
。況
や
、

そ
の
用
、正
法
を
知
解
し
、記
持
す
る
を
止
め
ざ
る
を
や
。
滅
罪
・
除
障
・
伏
魔
・
護
法
の
功
徳
あ
り
と
す
る
に
至
り
て
は
、『
法
華
経
』（「
陀

羅
尼
品
」・「
普
賢
品（

（（
（

」）
中
の
薬
王
・
勇
施
の
二
菩
薩
、
及
び
多
聞
・
持
国
・
鬼
子
母
の
説
く
所
の
諸
陀
羅
尼
の
如
き
、
す
な
わ
ち
こ
れ

な
り
。
此
の
如
く
、陀
羅
尼
と
明
呪
と
相
い
粉
淆
し
て
、殆
ど
弁
別
す
べ
か
ら
ざ
る
に
至
り
、逐
に
両
者
に
通
ず
。
或
い
は
共
に
呪
と
称
し
、

或
い
は
熟
呼
し
て
、
陀
羅
尼
呪
と
曰
う
。
馬
鳴
の
『
大
宗
地
玄
文
本
論
』（
巻
八
）
に
謂
う
所
の
「
摩
訶
衍
大
陀
羅
尼
金
剛
神
呪
修
多
羅（

（（
（

」

の
如
き
、
以
て
、
そ
の
一
例
と
す
べ
し
。

十
四
、
呪
経
と
陀
羅
尼
経

爾
来
、方
等
部
中
に
、陀
羅
尼
経
の
頻
出
す
る
こ
と
あ
る
を
見
る
。
東
晋
｛280

～316

｝
以
後
、呪
経
、尋
い
で
、ま
た
興
る
。
但
し
、

呪
経
、
元
よ
り
外
道
の
呪
術
を
摸
仿
す
る
よ
り
出
づ
。
陀
羅
尼
経
、
す
な
わ
ち
大
乗
得
道
の
意
を
本
と
す
。
故
を
以
て
、
明
呪
と
陀
羅
尼

と
異
な
る
所
、
前
者
は
多
く
神
名
を
呼
び
、
後
者
は
多
く
法
語
を
用
う
。
幾
ば
く
か
差
別
に
没
す
る
に
似
る
と
い
え
ど
も
、
し
か
も
呪
経

と
陀
羅
尼
経
と
、
唐
代
に
迄
び
、
な
お
自
ら
弁
別
す
べ
き
所
の
も
の
あ
る
を
存
す
る
か
。

①
陀
羅
尼
経

す
な
わ
ち
、『
持
句（

（（
（

』・『
華
積（

（（
（

』・『
無
量
門（

（（
（

』・『
八
吉
祥（

（（
（

』・『
決
定
総
持（

（（
（

』・『
玄
師
颰
陀（

（（
（

』・『
檀
特（

（（
（

』・『
摩
尼
羅
亶（

（（
（

』・『
善
法
方
便（

（（
（

』・

『
弥
勒（

（（
（

』・『
虚
空
蔵（

（（
（

』・『
無
崖
際（

（（（
（

』・『
羅
摩
伽（

（（（
（

』・『
大
方
等（

（（（
（

』・『
楞
伽（

（（（
（

』・『
舎
利
弗（

（（（
（

』・『
文
殊
問（

（（（
（

』・『
普
賢（

（（（
（

』・『
法
炬（

（（（
（

』・『
威
徳（

（（（
（

』
等
、
皆
、

こ
れ
陀
羅
尼
経
な
り
。
唐
の
玄
奘
訳
の
『
六
門（

（（（
（

』・『
薬
師（

（（（
（

』・『
諸
仏
心（

（（（
（

』・『
抜
苦（

（（（
（

』・『
普
密（

（（（
（

』・『
臂
幢（

（（（
（

』
等
の
経
も
ま
た
然
な
り
。
爾
後
、
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続
出
し
て
、
以
て
趙
宋
｛960

～1279

｝
の
新
訳
に
至
る
。
中
に
就
く
に
、『
大
集
経
』
を
以
て
、
そ
の
尤
な
り
と
す
。

②
出
世
間
の
願
と
世
間
の
願

経
旨
、
並
び
に
皆
、
除
障
・
滅
罪
・
擁
護
・
得
道
に
あ
り
。
願
意
、
出
世
間
を
専
ら
に
す
。
得
福
・
治
病
等
の
如
き
、
世
間
の
雑
小
な

る
諸
願
、
す
な
わ
ち
敢
え
て
求
む
る
所
に
あ
ら
ず
。
供
養
・
観
想
・
印
契
・
曼
荼
羅
等
の
密
教
の
事
相
に
至
り
て
は
、
す
な
わ
ち
、
こ
の

部
に
於
て
、
遂
に
発
達
す
る
所
あ
ら
ず
し
て
、
止
む
。
但
し
、
こ
の
種
の
陀
羅
尼
経
の
中
に
、
外
道
の
呪
法
の
意
を
帯
ぶ
る
は
、
往
々
に

し
て
あ
り
。『
大
陀
羅
尼
神
呪（

（（（
（

』・『
金
光
明（

（（（
（

』・『
雑
集（

（（（
（

』
等
の
経
、
す
な
わ
ち
こ
れ
な
る
の
み
。

③
呪
経

中
に
就
く
に
、『
金
光
明
経
』
の
如
き
は
、
こ
れ
を
訳
す
る
者
、
数
人
あ
り
。
そ
の
年
代
の
遞
え
降
る
に
随
い
、
呪
法
を
混
ず
る
こ
と

漸
く
多
く
し
て
、
顕
教
の
陀
羅
尼
門
と
、
そ
の
由
来
す
る
所
を
異
に
し
、
全
く
、
世
間
の
楽
欲
す
る
諸
願
の
成
就
を
以
て
、
志
と
し
、
専

ら
、
持
誦
の
作
法
を
説
く
こ
と
、
外
道
の
如
く
な
れ
ば
、
す
な
わ
ち
呪
経
の
類
な
り
。
そ
れ
、
こ
れ
に
属
す
る
は
、
東
晋
に
あ
ら
ば
、『
孔

雀（
（（（
（

』・『
呪
時
気（

（（（
（

』・『
呪
歯（

（（（
（

』・『
呪
目（

（（（
（

』・『
呪
小
児（

（（（
（

』・『
請
観
音（

（（（
（

』・『
六
字（

（（（
（

』
等
の
経
な
り
。
元
魏
｛386

～534

｝
に
あ
ら
ば
、『
護
諸

童
子（

（（（
（

』・『
吉
義
経（

（（（
（

』
な
り
。
梁
｛502

～557

｝
に
あ
ら
ば
、『
摩
利
支
天（

（（（
（

』・『
牟
梨
曼
荼
羅
経（

（（（
（

』
な
り
。
北
周
｛557

～581

｝
に
あ

ら
ば
、『
請
雨（

（（（
（

』・『
十
一
面
経（

（（（
（

』
な
り
。
隋
｛581

～619
｝
に
あ
ら
ば
、
す
な
わ
ち
『
不
空
羂
索
経（

（（（
（

』
な
り
。
唐
｛618

～907

｝
に

至
ら
ば
、
す
な
わ
ち
智
通
｛
７
世
紀
｝
の
『
千
手（

（（（
（

』・『
千
転（

（（（
（

』・『
随
心（

（（（
（

』・『
清
浄
観
音
経（

（（（
（

』、
伽
梵
達
摩
｛Bhagavaddharm

a, 

７
世
紀
｝

の
『
千
手
経（

（（（
（

』、
玄
奘
｛602

～664

｝
の
『
十
一
面（

（（（
（

』・『
不
空
羂
索
経（

（（（
（

』
な
り
。
以
て
、
阿
地
瞿
多
｛Atikūt

・a, 

７
世
紀
｝
訳
の
『
陀

羅
尼
集
経（

（（（
（

』、
及
び
菩
提
流
志
｛Bodhiruci, 572

〜727

｝
訳
の
諸
経
に
至
り
、
後
に
遂
に
両
部
の
大
経
あ
り
。
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④
呪
経
、
発
達
し
、
密
教
と
成
る

密
教
の
発
達
大
成
、
主
に
、
こ
れ
等
の
諸
経
に
あ
り
。
蓋
し
、
そ
れ
、
世
間
の
諸
願
成
就
に
効
あ
る
こ
と
あ
り
と
し
て
、
俗
を
入
れ
易

き
も
の
、
最
も
流
行
発
達
す
る
を
致
す
の
み
。
然
る
に
『
般
若
』
に
説
く
所
の
字
印
は
、
後
に
一
転
し
て
、
諸
尊
の
種
字
と
な
り
、
再
び

転
じ
て
法
曼
荼
羅
と
な
る
。
而
も
、
そ
の
字
義
解
釈
、
す
な
わ
ち
旧
に
よ
り
て
、
以
て
教
理
を
荘
厳
す
。

⑤
所
願
、
ま
た
得
道
に
帰
す

所
願
向
上
の
極
に
至
り
て
、
旋
り
て
ま
た
、
顕
教
大
乗
の
陀
羅
尼
門
、
た
だ
得
道
を
求
む
る
の
旨
に
帰
し
、
速
疾
成
仏
を
以
て
、
最
大

事
と
す
。
竟
に
以
て
、
両
部
灌
頂
の
儀
式
を
成
就
す
。
爾
後
、
宋
代
｛960

～1127

｝
新
訳
の
経
軌
、
な
お
、
続
出
し
、
更
に
変
じ
て

喇
嘛
教
と
な
る
。

⑥
雑
部
と
純
密

こ
の
系
統
、
全
く
先
の
陀
羅
尼
門
に
異
り
て
、
そ
の
瞿
多
・
流
志
訳
の
諸
経
を
見
る
に
、
大
抵
、
皆
、
釈
尊
所
説
と
称
す
。
雑
う
る
に

顕
教
の
意
を
以
て
す
る
が
故
に
、
こ
れ
を
雑
部
密
経
と
謂
う
。
す
な
わ
ち
、
密
教
の
漸
成
の
半
程
と
す
る
の
み
。
両
部
の
大
経
に
至
ら
ば
、

す
な
わ
ち
毘
盧
の
所
説
と
称
す
。専
ら
事
密
を
弘
む
る
が
故
に
、こ
れ
を
純
密
と
謂
う
。こ
れ
、す
な
わ
ち
密
教
の
大
成
な
り
。学
者
、も
し
、

こ
れ
等
の
消
息
を
詳
か
に
せ
ん
と
欲
さ
ば
、
す
な
わ
ち
、
須
く
陀
羅
尼
経
と
呪
経
と
を
対
照
し
て
、
並
び
に
深
く
こ
れ
を
研
鑽
せ
ざ
る
べ

か
ら
ず
。

⑦
安
然
の
卓
見

故
に
安
然
、
そ
の
『
八
家
秘
録
』
に
序
し
て
曰
く
、「
窃
か
に
諸
阿
闍
梨
の
目
録
を
検
ず
る
に
、
並
び
に
『
貞
元
録
』
の
中
に
於
て
、

そ
の
新
入
の
経
法
を
抽
き
て
、
以
て
真
言
一
家
の
教
門
と
す
。
諸
の
旧
訳
の
中
の
陀
羅
尼
法
、
皆
、
こ
れ
を
取
ら
ず
。
遂
に
学
者
を
し
て
、
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所
由
を
了
せ
ざ
ら
し
め
、
博
覽
を
欠
か
さ
し
む（

（（（
（

」
と
。
真
に
肯
綮
に
中
る
と
謂
う
べ
し
。

註
（1）
山
野
智
恵
「
仏
教
学
に
お
け
る
近
代
化
の
問
題
―
―
龍
猛
伝
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」（『
現
代
密
教
』, vol.16, 

智
山
伝
法
院, 2003

）

（2）
『
百
論
序
』（T. vol.30, p.167c

）
取
意
。

（3）
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
十
一
「
訶
梨
跋
摩
伝
」（T. vol.55, p.78c

）
取
意
。

（4）
『
大
唐
西
域
記
』
巻
十
二
（T. vol.51, p.942a

）。

（5）
「
究
摩
羅
陀
」
は
『
出
三
蔵
記
集
』（T. vol.55, p.78c

）
の
表
記
に
従
っ
て
い
る
。『
西
域
記
』
で
は
、
訳
の
「
童
受
」
と
表
記
さ

れ
て
い
る
。

（6）
『
摩
訶
摩
耶
経
』
巻
下
（T. vol.12, p.1013c

）

（7）
『
龍
樹
菩
薩
伝
』（T. vol.50, p.185b, 186b

）

（8）
『
龍
樹
菩
薩
伝
』（T. vol.50, p.184a, 185b
）

（9）
『
龍
樹
菩
薩
伝
』（T. vol.50, pp.184c

～185a, 186b

）

（10）
『
龍
樹
菩
薩
伝
』（T. vol.50, p.184a

～b, 185b
～c

）

（11）
『
付
法
蔵
因
縁
伝
』（T. vol.50, pp.317b

～318c
）

（12）
『
大
唐
西
域
記
』（T. vol.51, p.929b

）

（13）
『
大
唐
西
域
記
』（T. vol.51, p.930a

）

（14）
『
大
唐
西
域
求
僧
高
僧
伝
』（T. vol.51, p.6c

）

（15）
『
大
唐
西
域
求
僧
高
僧
伝
』（T. vol.51, p.7a

）「
こ
こ
に
於
て
難
陀
法
師
、呪
明
の
散
失
す
る
を
恐
れ
、遂
に
便
ち
撮
集
す
る
こ
と
、

十
二
千
頌
ば
か
り
な
り
。
一
家
の
言
と
成
る
」
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（16）
『
大
乗
入
楞
伽
経
』（T. vol.16, p.627c

）「
自
内
所
証
の
乗
、
計
度
の
所
行
に
あ
ら
ず
。
願
く
は
仏
滅
度
の
後
、
誰
か
能
く
こ
れ

を
受
持
す
る
か
説
き
た
ま
え
。
大
慧
よ
、
汝
、
応
に
知
る
べ
し
。
善
逝
の
涅
槃
の
後
、
未
来
世
に
、
当
に
我
が
法
を
持
す
者
あ
る
べ

し
。
南
天
竺
国
中
に
、
大
名
徳
の
比
丘
あ
り
。
そ
れ
、
号
し
て
龍
樹
と
す
。」

（17）
『
摩
訶
摩
耶
経
』（T. vol.12, p.1013c

）「
七
百
歳
已
り
て
一
比
丘
あ
り
。
名
け
て
龍
樹
と
曰
う
。
善
く
法
要
を
説
き
邪
見
の
幢

を
滅
し
て
正
法
の
炬
を
然
す
」

（18）
河
口
慧
海
「
印
度
密
教
時
代
区
画
の
研
究
」（『
密
教
研
究
』vol.2, 

密
教
研
究
会, 1919, p.156

）
参
照

（19）
『
大
乗
起
信
論
』（T. vol.32, N

o.1666

）

（20）
『
釈
摩
訶
衍
論
』（T. vol.32, p.592b

）

（21）
『
唯
識
論
同
学
鈔
』（
大
日
仏, vol.76, pp.357

～358

） 「
古
人
淡
海
居
士
、
戒
明
闍
梨
に
送
る
消
息
」

（22）
『
守
護
国
界
章
』（T. vol.74, p.162b, 

『
伝
教
大
師
全
集
』, vol.2, p.278

） 「
翻
訳
、
分
明
な
ら
ざ
る
が
故
に
。
隋
唐
の
諸
目
録
、

見
録
に
載
せ
ざ
る
が
故
に
。
そ
の
真
言
の
字
、
梵
字
に
相
似
せ
ざ
る
が
故
に
。
そ
の
義
理
、
本
論
に
相
違
す
る
が
故
に
。
姚
興
は
、

秦
に
あ
り
。
真
諦
は
梁
に
あ
り
。
秦
代
の
筏
提
の
訳
、
已
に
梁
家
の
論
に
同
じ
。
も
し
正
義
の
論
な
ら
ば
、
秦
よ
り
以
降
、
唐
の
開

元
に
至
る
ま
で
目
録
に
載
せ
ず
、
疏
師
、
引
か
ざ
る
、
こ
れ
を
以
て
帰
信
す
る
に
足
ら
ず
」

（23）
『
真
言
宗
教
時
義
』（T. vol.75, p.375b

）「
ま
た
南
大
寺
の
新
羅
僧
珍
聡
の
伝
に
云
く
、
こ
の
論
、
新
羅
国
の
大
空
山
沙
門
月
忠

の
撰
な
り
と
」

（24）
『
些
些
疑
文
』「
智
慧
輪
三
蔵
に
上
る
書
」（『
智
証
大
師
全
集
』
下, p.1338b

）「『
摩
訶
衍
論
』
十
巻
、或
が
云
く
、新
羅
僧
月
智
（
ま

た
知
と
云
う
）
の
撰
な
り
。」（『
日
蔵
』
に
は
こ
の
文
な
し, vol.80, pp.97

～132

）

（25）
『
弁
顕
密
二
教
論
』
上
（T. vol.77, p.378b, 

『
弘
大
全
』, vol.1, p.491
）「
こ
の
論
は
龍
樹
大
聖
所
造
の
千
部
の
論
の
中
の
密
蔵

肝
心
の
論
な
り
」

（26）
『
金
剛
頂
瑜
伽
中
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
論
』（T. vol.32, p.572b

）
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（27）
『
金
剛
頂
瑜
伽
中
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
論
』（T. vol.32, pp.574a

～b

）「
毘
盧
遮
那
経
疏
の
釈
に
准
ず
れ
ば
」

（28）
『
金
剛
頂
瑜
伽
中
発
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
心
論
』（T. vol.32, p.572b

）、『
大
正
蔵
』
で
は
、「
大
広
智
阿
闍
梨
云
」
と
な
っ
て
お
り
、

注
で
、
仁
和
寺
蔵
本
な
ど
に
「
広
智
」
が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

（29）
『
真
言
宗
教
時
義
』（T. vol.75, p.427c

）

（30）
『
些
些
疑
文
』（『
智
証
大
師
全
集
』
下, p.1038a

、『
日
蔵
』, vol.80, p.98a

）

（31）
『
菩
提
資
糧
論
』（T. vol.32, N

o.1660

）

（32）
『
大
智
度
論
』（T. vol.25, N

o.1509

）

（33）
『
菩
提
資
糧
論
』（T. vol.32, p.540c

）
趣
意
。

（34）
『
十
二
門
論
』（T. vol.30, N

o.1568

）

（35）
『
中
論
』（T. vol.30, N

o.1564
）

（36）
『
十
八
空
論
』（T. vol.31, N

o.1616
）

（37）
『
廻
諍
論
』（T. vol.32, N

o.1631

）

（38）
『
壹
輸
盧
迦
論
』（T. vol.30, N

o.1573

）

（39）
『
般
若
灯
論
釈
』（T. vol.30, N

o.1566

）

（40）
『
勧
発
諸
王
要
偈
』（T. vol.32, N

o.1673

）

（41）
『
大
智
度
論
』（T. vol.25, p.127c

）「
密
迹
金
剛
経
の
中
に
説
く
が
如
し
。
仏
に
三
密
あ
り
。
身
密
、
語
密
、
意
密
な
り
。」

（42）
『
阿
毘
達
磨
雑
集
論
』
は
、
安
慧
の
著
作
と
さ
れ
て
お
り
、
無
著
の
も
の
と
は
さ
れ
て
い
な
い
。
無
著
は
『
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
』

を
著
し
た
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
引
用
も
、
こ
の
『
大
乗
阿
毘
達
磨
集
論
』
に
見
出
さ
れ
る
（T. vol.31, p.688a

）。

（43）
『
大
智
度
論
』（T. vol.25, p.84c

）、『
大
正
蔵
』
で
は
「
顕
示
」
を
「
現
示
」
と
し
て
お
り
、
注
で
「
顕
示
」
も
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
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（44）
『
大
宝
積
経
』「
密
迹
金
剛
力
士
会
」（T. vol.11, p.43b

）

（45）
『
大
宝
積
経
』「
密
迹
金
剛
力
士
会
」（T. vol.11, p.43b

）

（46）
『
大
宝
積
経
』「
密
迹
金
剛
力
士
会
」（T. vol.11, p.43b

）

（47）
『
大
宝
積
経
』「
大
乗
十
法
会
」（T. vol.11, p.151a

）、
こ
れ
だ
け
巻
八
に
は
見
あ
た
ら
ず
、
巻
二
十
八
に
あ
る
。

（48）
『
妙
法
蓮
華
経
』（T. vol.9, p.52a

）

（49）
『
妙
法
蓮
華
経
』（T. vol.9, p.42b

）

（50）
『
大
方
等
無
想
経
』（T. vol.12, p.1092b

）

（51）
『
大
般
涅
槃
経
』（T. vol.12, p.409a

）

（52）
『
大
般
涅
槃
経
』（T. vol.12, p.472b

）、た
だ
し
、『
大
正
蔵
』
で
は
、「
大
般
涅
槃
経
は
悉
く
、こ
れ
一
切
諸
仏
の
秘
蔵
な
り
」
と
な
っ

て
い
る
。

（53）
富
永
仲
基
『
出
定
後
語
』（『
日
本
思
想
体
系
』, vol.43, 

岩
波
書
店, 1973, p.81

）

（54）
『
大
智
度
論
』（T. vol.25, p.122b

）、『
大
蔵
経
』
で
は
「
外
道
の
仙
人
」
と
な
っ
て
い
る
。

（55）
『
大
智
度
論
』（T. vol.25, p.464b

）

（56）
『
大
智
度
論
』（T. vol.25, p.469b

）

（57）
『
大
智
度
論
』（T. vol.25, p.469b

）

（58）
『
大
荘
厳
論
経
』（T. vol.4, p.258a

）

（59）
『
大
荘
厳
論
経
』（T. vol.4, p.258a

）

（60）
『
大
荘
厳
論
経
』（T. vol.4, p.258a

）

（61）
『
大
智
度
論
』（T. vol.25, p.79c

）

（62）
『
大
智
度
論
』（T. vol.25, p.247a

）
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（63）
『
大
智
度
論
』（T. vol.25, p.464b

）

（64）
『
大
智
度
論
』（T. vol.25, p.468b

）

（65）
『
大
智
度
論
』（T. vol.25, p.469b

）

（66）
『
開
元
釈
教
録
』（T. vol.55, p.487b

～c

）
趣
意

（67）
『
貞
元
新
定
釈
教
目
録
』（T. vol.55, pp.784c

～785a

）
趣
意

（68）
『
大
智
度
論
』（T. vol.25, p.143c

）「
四
種
の
法
蔵
を
以
て
人
に
教
う
。
一
に
修
妬
路
蔵
、
二
に
毘
尼
蔵
、
三
に
阿
毘
曇
蔵
、
四

に
雑
蔵
な
り
。」

（69）
『
妙
法
蓮
華
経
』（T. vol.9, p.2a

）

（70）
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』（T. vol.8, p.217a

）

（71）
『
大
智
度
論
』（T. vol.25, pp.95c
～96a

）

（72）
『
大
智
度
論
』（T. vol.25, p.96a
）

（73）
『
大
智
度
論
』（T. vol.25, p.96b

）

（74）
『
大
智
度
論
』（T. vol.25, p.97c

）、『
大
蔵
経
』
で
は
、「
帰
命
救
護
陀
羅
尼
・
不
捨
陀
羅
尼
」
が
「
帰
命
救
護
不
捨
陀
羅
尼
」
と

な
っ
て
い
る
。

（75）
『
大
蔵
経
』
で
は
、
こ
こ
に
「
何
等
を
字
等
、
語
等
の
諸
字
、
門
に
入
る
と
す
る
や
」
の
文
が
入
っ
て
い
る
。

（76）
『
大
蔵
経
』
で
は
、「
阿
字
門
等
」
と
な
っ
て
い
る
。

（77）
『
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
経
』（T. vol.8, p.256a

～b

）

（78）
『
放
光
般
若
経
』（T. vol.8, p.26b

～c

）

（79）
『
大
蔵
経
』
の
本
文
で
は
、
こ
の
部
分
は
問
い
の
部
分
で
、「
今
、
何
を
以
て
、
こ
の
字
等
の
陀
羅
尼
を
説
き
て
、
名
け
て
諸
陀
羅

尼
門
と
す
る
や
」
と
な
っ
て
い
る
。
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（80）
『
大
智
度
論
』（T. vol.25, p.408b

）

（81）
『
大
智
度
論
』（T. vol.25, p.409a

）

（82）
『
大
智
度
論
』（T. vol.25, p.409b

）

（83）
『
大
智
度
論
』（T. vol.25, p.409b

）

（84）rajas

（85）param
ārtha

（86）
『
妙
法
蓮
華
経
』（T. vol.9, p.62a

）

（87）
『
妙
法
蓮
華
経
』「
陀
羅
尼
品
」
で
は
薬
王
菩
薩
・
勇
施
菩
薩
、
毘
沙
門
天
、
持
国
天
、
羅
刹
女
が
そ
れ
ぞ
れ
陀
羅
尼
を
説
き
（T. 

vol.9, pp.58b

～59b

）、「
普
賢
菩
薩
勧
発
品
」
で
は
普
賢
菩
薩
が
百
千
万
億
旋
陀
羅
尼
を
説
く
（T. vol.9, p.61b

）

（88）
『
大
宗
地
玄
文
本
論
』（T. vol.32, p.682b

）

（89）
『
仏
説
持
句
神
呪
経
』（T. vol.21, N

o.1351

）

（90）
『
仏
説
華
積
陀
羅
尼
神
呪
経
』（T. vol.21, N

o.1356

）

（91）
『
尊
勝
菩
薩
所
問
一
切
諸
法
入
無
量
門
陀
羅
尼
経
』（T. vol.21, N

o.1343

）

（92）
『
仏
説
八
吉
祥
神
呪
経
』（T. vol.14, N

o.427
）

（93）
『
仏
説
決
定
総
持
経
』（T. vol.17, N

o.811

）

（94）
『
仏
説
玄
師
颰
陀
所
説
神
呪
経
』（T. vol.21, N

o.1378
）

（95）
『
仏
説
檀
特
羅
麻
油
述
経
』（T. vol.21, N

o.1391

）

（96）
『
仏
説
摩
尼
羅
亶
経
』（T. vol.21, N

o.1393

）

（97）
『
仏
説
善
法
方
便
陀
羅
尼
経
』（T. vol.20, 1137

）

（98）
『
弥
勒
菩
薩
所
問
本
願
経
』（T. vol.12, N

o.349

）
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（99）
『
虚
空
蔵
菩
薩
問
七
仏
陀
羅
尼
呪
経
』（T. vol.21, N

o.1333

）

（100）
『
仏
説
無
崖
際
総
持
法
門
経
』（T. vol.21, N

o.1342

）

（101）
『
仏
説
羅
摩
伽
経
』（T. vol.10, N

o.294

）

（102）
『
大
方
等
陀
羅
尼
経
』（T. vol.21, N

o.1339

）

（103）
『
楞
伽
阿
跋
多
羅
宝
経
』（T. vol.16, N

o.670

）

（104）
『
舍
利
弗
陀
羅
尼
経
』（T. vol.19, N

o.1016

）

（105）
『
文
殊
師
利
問
経
』（T. vol.14, N

o.468

）

（106）
『
仏
説
大
普
賢
陀
羅
尼
経
』（T. vol.21, N

o.1367

）

（107）
『
大
法
炬
陀
羅
尼
経
』（T. vol.21, N

o.1340

）

（108）
『
大
威
徳
陀
羅
尼
経
』（T. vol.21, N
o.1341

）

（109）
『
六
門
陀
羅
尼
経
』（T. vol.21, N

o.1360

）

（110）
『
仏
説
薬
師
瑠
璃
光
如
来
本
願
功
徳
経
』（T. vol.14, N

o.450

）

（111）
『
諸
仏
心
陀
羅
尼
経
』（T. vol.19, N

o.918
）

（112）
『
抜
済
苦
難
陀
羅
尼
経
』（T. vol.21, N

o.1395
）

（113）
『
八
名
普
密
陀
羅
尼
経
』（T. vol.21, N

o.1365

）

（114）
『
勝
幢
臂
印
陀
羅
尼
経
』（T. vol.21, N

o.1363

）

（115）
『
七
仏
八
菩
薩
所
説
大
陀
羅
尼
神
呪
経
』（T. vol.21, N

o.1332
）

（116）
『
金
光
明
経
』（T. vol.16, N

o.663

）

（117）
『
陀
羅
尼
雑
集
』（T. vol.21, N

o.1336

）

（118）
『
孔
雀
王
呪
経
』（T. vol.19, N

o.988

）
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（119）
『
仏
説
呪
時
気
病
経
』（T. vol.21, N

o.1326

）

（120）
『
仏
説
呪
歯
経
』（T. vol.21, N

o.1327

）

（121）
『
仏
説
呪
目
経
』（T. vol.21, N

o.1328

）

（122）
『
仏
説
呪
小
児
経
』（T. vol.21, N

o.1329

）

（123）
『
請
観
世
音
菩
薩
消
伏
毒
害
陀
羅
尼
呪
経
』（T. vol.20, N

o.1043

）

（124）
『
仏
説
六
字
呪
王
経
』（T. vol.20, N

o.1044

）

（125）
『
仏
説
護
諸
童
子
陀
羅
尼
経
』（T. vol.19, N

o.1028

）

（126）
『
大
吉
義
神
呪
経
』（T. vol.21, N

o.1335

）

（127）
『
仏
説
摩
利
支
天
陀
羅
尼
呪
経
』（T. vol.21, N

o.1256

）

（128）
『
牟
梨
曼
陀
羅
呪
経
』（T. vol.19, N
o.1007

）

（129）
『
大
方
等
大
雲
経
請
雨
品
第
六
十
四
』（T. vol.19, N

o.992

）、『
大
雲
経
請
雨
品
第
六
十
四
』（T. vol.19, N

o.993

）

（130）
『
仏
説
十
一
面
観
世
音
神
呪
経
』（T. vol.20, N

o.1070

）

（131）
『
不
空
羂
索
呪
経
』（T. vol.20, N

o.1093
）

（132）
『
千
眼
千
臂
観
世
音
菩
薩
陀
羅
尼
神
呪
経
』（T. vol.20, N

o.1057

）

（133）
『
千
転
陀
羅
尼
観
世
音
菩
薩
呪
』（T. vol.20, N

o.1035
）

（134）
『
観
世
音
菩
薩
随
心
呪
経
』（T. vol.20, N

o.1103

）

（135）
『
清
浄
観
世
音
普
賢
陀
羅
尼
経
』（T. vol.20, N

o.1038

）

（136）
『
千
手
千
眼
観
世
音
菩
薩
広
大
円
満
無
礙
大
悲
心
陀
羅
尼
経
』（T. vol.20, N

o.1060

）

（137）
『
十
一
面
神
呪
心
経
』（T. vol.20, N

o.1071

）

（138）
『
不
空
羂
索
神
呪
心
経
』（T. vol.20, N

o.1094

）
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（139）
『
陀
羅
尼
集
経
』（T. vol.18, N

o.901

）

（140）
『
諸
阿
闍
梨
真
言
密
教
部
類
総
録
』（T. vol.55, p.1113c

）

な
お
、
本
研
究
は
、
平
成
十
九
年
度
よ
り
、
大
学
院
の
ゼ
ミ
で
本
書
を
講
読
し
て
き
た
ノ
ー
ト
を
も
と
に
、
筆
者
が
大
幅
に
改
訂
を
加

え
た
も
の
で
あ
る
。そ
の
た
め
、特
に
出
典
に
関
す
る
脚
注
に
関
し
て
は
、ゼ
ミ
に
参
加
し
た
大
学
院
の
諸
氏
の
力
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

二
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